
で
す
。
原
因
の
一
つ
が
試
合

に
対
す
る
自
身
の
構
え
「
内

心
」
と
の
葛
藤
で
し
た
。
心

を
強
く
す
る
修
行
を
重
ね
、

そ
の
結
果
を
出
す
高
校
生
活

最
後
と
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
か
け
て
の
試
合
に
挑

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
順
調

に
勝
ち
上
が
っ
て
の
準
々
決

勝
で
、
一
瞬
の
隙
を
取
ら
れ

敗
れ
た
の
で
す
。
府
大
会
優

勝
が
見
え
て
い
た
だ
け
に
落

胆
し
ま
し
た
。

周
囲
は
寺
本
さ
ん
の
素
質

を
見
込
ん

で
、
大
学
か

ら
の
招
聘
や

高
校
推
薦
で

大
学
へ
の
進

学
も
薦
め
ら

れ
ま
し
た

が
、
柔
道
選
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配偶者（特別）控除額をチェック
IR誘致 大阪をカジノで潰さんといてんか
　コラム（5） 個人事業主の承継
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⑦活動報告、かんちゅう今日、お知らせ

年末調整 必要書類のご準備を

つなぐ 柔道の心が蘇り、技を磨く
加美研磨 寺本 巧さん

　くらしに希望が持てる大阪へ
チェックしよう 平成31年度の保険料
税務署から税務調査を受けた際の心得
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⑧法律コラム、お知らせ

手
に
一
区
切
り
つ
け
る
決
断

を
し
て
企
業
へ
就
職
し
ま
し

た
。

モ
ノ
づ
く
り
と
人
を
育
て

る
コ
ー
チ
に
感
じ
る
喜
び

就
職
す
る
と
、
職
場
で
３

時
間
ほ
ど
の
残
業
は
日
常
茶

飯
事
で
し
た
。
体
へ
の
負
担

が
重
い
現
場
仕
事
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
指
示
に
従
っ
て

だ
け
働
く
と
い
う
仕
事
に
戸

惑
い
続
け
ま
し
た
。「
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」。

柔
道
一
直
線
だ
っ
た
学
生

時
代寺

本
さ
ん
は
小
学
校
１
年

生
の
終
わ
り
か
ら
高
校
３
年

生
ま
で
、
柔
道
に
明
け
、
柔

道
に
暮
れ
る
生
活
を
続
け
ま

し
た
。
投
げ
技
、
足
技
、
寝

父
が
営
む
職
人
技
に
、仕
事
の
深
み
を
知
る

技
に
優
れ
、
将
来
を
期
待
さ

れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
黒
帯
二
段
と
な

り
、
周
囲
か
ら
期
待
が
高
ま

る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ま

で
と
違
う
状
況
に
陥
り
ま

す
。
い
ま
一
歩
の
と
こ
ろ
で

勝
て
な
い
試
合
が
続
い
た
の

と
悩
む
中
で
、
頭
を
よ
ぎ
っ

た
の
は
、
高
校
生
の
時
に
父

の
仕
事
を
手
伝
い
、
磨
き
上

げ
、
完
成
し
た
モ
ノ
を
見
た

時
の
喜
び
で
し
た
。

職
人
に
な
ろ
う
と
思
い
立

ち
、
今
年
春
先
か
ら
、
父
と

一
緒
に
仕
事
に
携
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
研
磨
に

よ
っ
て
見
違
え
る
よ
う
に

な
っ
た
完
成
品
に
、
仕
事
の

深
み
を
知
る
。
仕
事
は
楽
し

い
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
分
で
時
間
を
や
り
く

り
し
て
、
柔
道
を
再
開
し
ま

し
た
。

現
在
は
、
道
場
で
後
輩
た

ち
へ
コ
ー
チ
を
や
り
始
め
て

い
ま
す
。
後
輩
た
ち
が
技
を

上
達
し
て
強
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
人
間
の
成
長
へ
も
一

助
と
な
っ
て
い
る
の
に
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
は
一

日
も
早
く
研
磨
の
仕
事
を
身

に
つ
け
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
先
で

は
自
分
で
研
磨
以
外
の
分
野

で
の
仕
事
に
も
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま

す
。
仕
事
と
柔
道
を
通
じ
た

寺
本
さ
ん
の
青
春
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。

（
聞
き
手　

小
田
利
広
）

寺本 巧さん（21歳）＝写真左
加美研磨（大阪市平野区　研磨業）

　

桜
咲
く
４
月
、
一
人
の
若
者
が
町
工
場
で
研
磨
業
を
営
む
父
の
所
に
入
所
し
て
職
人
へ

の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
廃
業
す
る
町
工
場
が
後
を
絶
た
な
い
中
、
な
ぜ
、
若
者
が
自

ら
進
ん
で
モ
ノ
づ
く
り
の
世
界
へ
入
っ
た
の
か
お
聞
き
し
ま
し
た
。

柔
道
の
心
が
蘇
り
、技
を
磨
く

写真右＝父の勝文さん

大阪府柔道大会（会場なみはやドーム）で
技を決める寺本さん
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独
裁・暴
走
を
続
け
る〝
維
新
政
治
〟に
ピ
リ
オ
ド
を

く
ら
し
に
希
望
が
持
て
る
大
阪
へ

大
阪
市
長
・
府
知
事
の

「
入
れ
替
え
選
挙
」

３
月
「
維
新
の
会
」
吉
村

大
阪
市
長
、「
同
会
」
松
井

大
阪
府
知
事
は
、
任
期
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
辞
職
し
て
市

長
が
知
事
へ
、
知
事
が
市
長

へ
首
長
入
れ
替
え
選
挙
と
な

り
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
各
紙

か
ら
も
、
任
期
途
中
で
責
任

を
投
げ
出
す
異
例
の
党
利
党

略
な
ど
い
っ
せ
い
に
批
判
が

上
が
り
ま
し
た
。
森
裕
之
立

命
館
大
学
教
授
（
財
政
学
、

公
共
政
策
）
は
「
出
直
し
選

挙
で
あ
れ
ば
当
選
後
任
期
は

数
ヶ
月
だ
が
、
入
れ
替
え
選

挙
で
首
長
の
入
れ
替
え
と
な

る
と
、
任
期
が
４
年
間
と
な

る
政
党
に
よ
る
政
治
ゲ
ー
ム

だ
」（『
世
界
２
０
１
８
年
４

月
号
』
１
７
７
頁　

岩
波
書

店
）
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
維
新
が
好
き
勝
手

主
張

に
４
年
間
政
治
を
続
け
る
た

め
だ
と
言
う
の
で
す
。
３
月

18
日
、
朝
日
、
毎
日
、
産
経

在
阪
新
聞
社
主
催
の
合
同
討

論
会
で
、
吉
村
、
松
井
氏
は

「
都
構
想
」
実
現
へ
の
再
挑

戦
、
小
西
、
柳
本
氏
は
「
大

阪
市
を
な
く
す
都
構
想
」
反

対
と
、
対
決
点
を
鮮
明
に
し

ま
し
た
。
席
上
、
松
井
氏
の

首
長
を
「
権
力
」
と
い
う
言

葉
に
置
き
換
え
た
の
に
対

し
、
小
西
氏
は
「
首
長
は
市

民
、
府
民
の
代
表
だ
」
と
指

摘
す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し

た
。

市
民
、
府
民
連
合
Ｖ
Ｓ

独
裁
維
新
の
対
決
選
挙

労
働
組
合
、
商
工
業
者
、

婦
人
団
体
、
医
療
機
関
な
ど

幅
広
い
各
界
の
団
体
で
構
成

し
、
関
中
協
も
加
入
す
る

「
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を

つ
く
る
会
（
以
下
、
明
る
い

会
）」「
大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
（
以
下
、
よ
く
す
る
会
）」

は
そ
れ
ぞ
れ
「
大
阪
市
を
解

体
す
る
都
構
想
に
反
対
」
と

い
う
一
致
点
か
ら
、小
西
氏
、

柳
本
氏
を
自
主
的
に
支
援
す

る
声
明
を
発
表
し
、
勝
利
に

向
け
奮
闘
中
で
す
。｢

明
る

く
す
る
会｣

「
よ
く
す
る
会
」

に
加
え
て
、
今
回
、
さ
ま
ざ

ま
な
市
民
運
動
団
体
が
維
新

橋
下
知
事
誕
生
か
ら
10
年
、

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
大
阪
市

民
、
府
民
い
じ
め
に
、
立
場

の
違
い
を
越
え
、
維
新
政
治

を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
選
挙
に

立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

今
度
の
選
挙
で
、
大
阪

市
を
な
く
す「
都
構
想
」

へ
ピ
リ
オ
ド
を

こ
こ
で
再
燃
し
た
２
０
１

５
年
５
月
、
住
民
投
票
で
否

決
さ
れ
た
「
大
阪
都
構
想

（
以
下
、
都
構
想
）」
に
つ
い

て
再
度
、
問
題
点
を
振
り
返

り
ま
す
。
都
構
想
と
は
大
阪

市
を
廃
止
し
て
５

つ
の
特
別
区
に
分

割
す
る
。
市
税
収

入
の
８
割
を
大
阪

府
に
吸
い
上
げ
、

一
人
の
府
知
事
が

指
揮
官
の
ご
と
く

権
限
を
手
に
す
る

制
度
で
す
。
森
教

授
は
、
都
構
想
の

問
題
を
「
新
し
い

特
別
区
の
区
庁
舎

建
設
な
ど
初
期
投

資
、
年
間
運
営
コ

ス
ト
が
５
４
４
億

円
発
生
す
る
よ
う

に
な
る
。
特
別
区

に
よ
る
財
政
効
果

は
１
４
０
億
円
と

試
算
さ
れ
る
が
ほ

と
ん
ど
が
、
二
重

行
政
解
消
と
は
無

関
係
な
経
済
効
果

も
の
（『
世
界
』
前
掲　

岩

波
書
店
）
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
表
１
に
維
新
政
治
に
よ

り
、
統
合
さ
れ
た
主
だ
っ
た

行
政
機
関
を
上
げ
て
み
ま
し

た
。
様
々
な
問
題
が
生
じ
て

き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
大

阪
市
立
大
学
と
大
阪
府
立
大

学
の
統
合
は
、
維
新
が
教
育

と
研
究
、
す
ぐ
れ
た
人
材
を

輩
出
し
て
き
た
両
大
学
自
治

へ
の
介
入
で
す
。そ
の
結
果
、

研
究
者
は
統
合
実
務
に
振
り

回
さ
れ
、
研
究
へ
の
支
障
か

ら
他
の
大
学
へ
移
動
す
る
人

も
出
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
支
援
責
任
放

棄
の
維
新
政
治

こ
れ
ま
で
、
本
会
報
は
、

「
維
新
政
治
の
地
域
経
済
破

壊
、
カ
ジ
ノ
は
仕
事
と
暮
ら

し
を
破
壊
す
る
」
と
中
小
企

業
に
と
っ
て
維
新
政
治
の
問

題
を
紙
面
に
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た（
２
０
１
８
年
３
月
、

11
月
、
２
０
１
９
年
２
月
）。

商
工
業
者
の
立
場
か
ら
改
め

て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
表

２
は
地
域
の
経
済
状
況
を
製

造
業
が
多
く
集
ま
る
東
大
阪

地
域
（
東
成
区
、
生
野
区
、

表 1　統合された大阪市、大阪府の行政機関と影響
（出所）大阪市、府の該当する各ホームページ

利用分野 大阪市 大阪府 統合名 影響

融資 市信用保証協
会

阪府信用保証
協会

大阪信用保証
協会

すべて銀行窓
口へ

工業研究所 市立工業研究
所

府立産業技術
総合研究所

大阪産業技術
研究所 不便

経営支援 大阪産創館 MOBIO/
モビオ 大阪産業局 小規模中小企

業置き去り

学校 大阪市立大学 大阪府立大学 公立大学法人
大阪

学問と大学のブ
ランド力低下
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平
野
区
、
東
大
阪
市
、
八
尾

市
）
の
変
化
か
ら
外
観
し
た

も
の
で
す
。

東
大
阪
市
、
八
尾
市
に
比

べ
、
大
阪
市
内
各
区
の
中
小

企
業
が
大
き
く
減
少
し
て
い

ま
す
。
従
事
者
５
人
以
下
の

小
企
業
の
特
徴
に
、
下
請
け

家
族
経
営
の
個
人
事
業
所
が

承
継
者
な
く
、
高
齢
に
よ
り

廃
業
す
る
。
下
請
け
へ
仕
事

を
出
し
て
い
た
事
業
所
も
、

廃
業
し
た
事
業
所
に
替
わ
る

所
を
見
つ
け
ら
れ
ず
廃
業
す

る
と
い
う
こ
と
ま
で
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

商
売
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
も
、「
賃

金
水
準
、
世
界
に
劣
後
」
と

３
月
19
日
付
け
日
経
新
聞

で
、主
要
国
の
中
で
20
年
間
、

最
低
賃
金
が
マ
イ
ナ
ス
９
％

と
い
う
国
は
、
日
本
だ
け
だ

と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
個
人

消
費
の
購
買
力
減
少
が
中
小

企
業
の
活
力
減
退
を
後
押
し

し
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
き

め
細
か
い
下
支
え
が
中
小
企

業
へ
求
め
ら
れ
る
に
か
か
わ

ら
ず
、
維
新
の
政
治
は
「
公

務
員
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

「
働
か
な
い
で
生
活
保
護
を

受
給
す
る
の
は
税
金
の
無
駄

遣
い
」
な
ど
、
実
態
を
見
ず

困
っ
て
い
る
市
民
、
府
民
へ

対
立
分
断
を
持
ち
込
ん
で
き

ま
し
た
。
住
民
の
生
活
を
守

る
べ
き
市
長
、
知
事
が
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
を
置
き
去

り
に
し
て
い
る
の
で
す
。
昨

年
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ

幅
が
一
番
大
き
か
っ
た
の
は

大
阪
府
で
す
。
国
民
健
康
保

険
料
に
つ
い
て
も
、
都
道
府

県
広
域
国
保
一
本
化
へ
率
先

し
て
移
行
し
て
い
ま
す
。
会

報
３
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た

が
、
２
０
１
９
年
度
、
40
代

夫
婦
、
子
ど
も
２
人
、
所
得

２
０
０
万
円
の
家
庭
だ
と
約

42
万
円
の
国
保
料
が
発
生
し

ま
す
。
生
活
を
圧
迫
す
る
国

保
料
が
払
え
ず
、
滞
納
す
る

と
短
期
保
険
証
を
発
行
し
、

預
金
を
差
し
押
さ
え
、
病
気

に
な
っ
て
も
、
す
ぐ
病
院
へ

行
け
ず
、
重
篤
と
な
り
死
亡

す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
の

で
す
。
最
後
は
万
博
に
か
こ

つ
け
て
「
カ
ジ
ノ
」
国
際
博

打
場
の
開
設
で
す
。
中
小
企

業
支
援
放
棄
も
こ
こ
ま
で
く

る
と
、
み
ん
な
の
力
で
維
新

政
治
に
サ
ヨ
ナ
ラ
し
て
も
ら

う
し
か
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

み
ん
な
の
力
で
維
新
政

治
を
終
わ
ら
せ
よ
う

最
後
に
最
近
、
首
長
選
挙

で
起
こ
っ
て
い
る
新
し
い
流

れ
に
注
目
し
ま
す
。
昨
年
９

月
に
は
沖
縄
に
米
軍
基
地
は

い
ら
な
い
と
い
う
一
点
に
団

結
す
る
人
々
が
力
を
合
わ
せ

て
、
沖
縄
県
知
事
、
玉
置
デ

ニ
ー
氏
を
誕
生
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
春
の
選
挙
で
も
、

北
海
道
で
野
党
共
同
、
市
民

連
合
が
石
川
氏
を
知
事
候
補

に
立
て
選
挙
を
戦
っ
て
い
ま

す
。
大
阪
の
と
な
り
奈
良
県

で
は
、
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
、

気
仙
沼
市
吉
本
病
院
元
院

長
、
医
師
、
僧
侶
で
も
あ
る

川
島
実
氏
（
無
所
属
）
が
県

知
事
選
挙
へ
出
馬
し
「
対
話

で
つ
な
ぐ
」「
奈
良
県
を
治

す
」
と
市
民
の
人
々
と
一
緒

に
奮
闘
中
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
政
党
選
挙
、カ
リ
ス
マ
性
、

目
立
ち
型
選
挙
で
な
い
新
し

い
市
民
目
線
、
市
民
の
願
い

希
望
が
届
く
候
補
者
選
挙
へ

と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で

す
。
か
つ
て
大
阪
で
も
「
公

害
知
事
さ
ん
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
。

憲
法
知
事
さ
ん
コ
ン
ニ
チ

ワ
」
と
大
阪
市
立
大
学
法
学

部
教
授
で
あ
っ
た
黒
田
さ
ん

を
み
ん
な
の
力
で
府
知
事
に

誕
生
さ
せ
た
経
験
も
あ
り
ま

す
。
今
回
の
大
阪
市
長
、
府

知
事
選
挙
は
、
維
新
を
除
く

政
党
が
支
持
、
自
主
的
支
援

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
民

連
合
も
選
挙
に
加
わ
る
オ
ー

ル
大
阪
型
選
挙
の
様
子
を
示

し
て
い
ま
す
。街
に
賑
わ
い
、

工
場
に
活
気
を
、
人
情
あ
ふ

れ
、
魅
力
あ
る
大
阪
を
取
り

戻
す
首
長
を
誕
生
さ
せ
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
必
ず
投
票

に
行
き
、
願
い
を
受
け
止
め

て
く
れ
る
人
を
選
び
ま
し
ょ

う
。（文

、
写
真
＝
小
田
利
広
）

靭公園で開かれた市民集会の後、難波まで御堂筋を歩いた集会参加者（3月17日）

表 2 東大阪地域での製造業の変化
（出所）大阪市、東大阪市、八尾市の統計書
事業所数 2012 年 2017 年 増減率

東大阪地域 14851 12698 ▲ 14.5%
東成区 1131 743 ▲ 35.4%
生野区 2108 1562 ▲ 25.9%
平野区 1972 1283 ▲ 35.0%

東大阪市 6546 5954 ▲ 9.1%
八尾市 3094 3156 1.02%
雇用数 2012 年 2017 年 増減率

東大阪地域 150431 132494 ▲ 12%
東成区 9532 6808 ▲ 28.6%
生野区 15318 11649 ▲ 24%
平野区 18459 12722 ▲ 31.5%

東大阪市 65649 62997 ▲ 4.1%
八尾市 41473 38318 ▲ 7.6%

（注）2012 年の欄にある八尾市については
2013 年を使用
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2019年度（平成31年度） 保険料 変更点をチェック

　介護保険の減免を受けている場合、住所地の役所で減免の更新手続きが必要となります。更新時期は 4 月〜
５月となります。役所から更新の申請書が郵送されてきます。手続きの方法についてわからない場合、事務局
までご連絡ください。＊新規の介護保険料減免は、７月が申請時期となります。

（重信 夏樹）

　4 月 1 日から 70 歳到達時の厚生年金資格喪失届の提出が不要になります。70 歳に到達すると、厚生年金の
資格を喪失するため、これまで資格喪失届（70 歳到達届）を年金事務所に提出していました。対象となる被
保険者がお勤めされている事業所に年金事務所から喪失届が 70 歳の誕生日を迎える前に、郵送されていまし
た。今後、提出が不要となり、自動的に喪失の手続きが行われます。
※ 4 月 1 日以降に 70 歳の誕生日を迎える人に限る
※ 70 歳到達する前日までに報酬の変更がある方は、喪失届の提出が必要

介護保険減免の要件
・世帯全員が府市民税非課税
・ 世 帯 の 収 入 が 右 表 以

下（収入には遺族年金、
しょうがい者年金など
も含まれます）

・預金 1 人 350 万円（1 人増えるごとに 100 万円加算）以下
・扶養を受けていないこと、介護保険料を滞納していない

こと
・自宅以外で活用できる資産をもっていないこと　など

更新時に必要な書類
・介護保険証
・国民健康保険証もしくは後期高齢者保険証
・世帯収入が確認できる書類

（例：年金通知書の控、確定申告書の控など）
※介護保険の減免には、世帯全体の収入を確

認できる書類が必要となります。申請され
る方だけでなく、妻（夫）等の家族の収入
がわかる書類も必要です。

　平成 31 年度の雇用保険料率は、前年と変わらず据え置きとなりました。4 月以降の雇用保険料は下表のよ
うになります。（植山茂）

平成31年度の雇⽤保険料率　（出所）厚生労働省リーフレット

①労働者負担
（失業等給付の保

険料率のみ）
②事業主負担 ①＋② 

雇用保険料率失業等給付の 
保険料率

雇用保険 
二事業の保険料

率

一般の事業 3/1,000 6/1,000 3/1,000 3/1,000 9/1,000
（30年度） 3/1,000 6/1,000 3/1,000 3/1,000 9/1,000
農林水産・※

清酒製造の事業 4/1,000 7/1,000 4/1,000 3/1,000 11/1,000
（30年度） 4/1,000 7/1,000 4/1,000 3/1,000 11/1,000

建設の事業 4/1,000 8/1,000 4/1,000 4/1,000 12/1,000
（30年度） 4/１,000 8/1,000 4/1,000 4/1,000 12/1,000

負担者

事業の種類

昨年度（2018年度・平成30年度）から変更はありません雇用保険料率

お忘れなく！４月・5月は介護保険料減免の更新時期です介護保険

70歳到達時の資格喪失届の提出が不要になります社会保険

１人世帯 2 人世帯 3 人世帯

150 万円 198 万円 246 万円
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税
務
署
か
ら
税
務
調
査
を
受
け
た
際
の
心
得

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
を

　

確
定
申
告
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
す
る
間
も
な
く
税
務
署
か
ら
税
務
調
査
を
受
け
、
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
ず
困
惑
す
る
事
業
主
を
見
か
け
ま
す
。
事
業
主
と
し
て
知
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
税
務
署
か
ら
事
後
調
査
を
受
け
た
際
の
心
得
に
つ
い
て
述
べ

ま
す
。（
渡
部
晃
司
）

税
務
調
査
と
は
な
に
か

ま
ず
、
税
務
調
査
と
行
政

指
導
と
区
別
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

行
政
指
導
と
は
所
得
税
、

消
費
税
の
申
告
期
限
を
過
ぎ

て
電
話
や
文
書
で
の
問
い
合

わ
せ
や
控
除
額
の
間
違
い
、

計
算
間
違
い
な
ど
に
よ
り
修

正
依
頼
な
ど
が
あ
た
り
ま

す
。
毎
年
、
税
務
署
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
、
還
付
申
告
で

な
い
、
白
色
申
告
者
へ
「
所

得
の
お
た
ず
ね
に
よ
る
収
支

内
訳
書
提
出
依
頼
」
な
ど
で

す
。
計
算
上
の
誤
り
に
つ
い

て
は
、
修
正
申
告
を
し
て
済

ま
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

行
政
指
導
は
、
自
発
的
な
見

直
し
を
促
す
も
の
で
、
強
制

力
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
提
出

し
な
か
っ
た
た
め
に
不
利
益

を
被
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。税

務
調
査
は
、
強
制
調
査

と
任
意
調
査
に
区
分
さ
れ
ま

す
。
強
制
調
査
は
、
い
わ
ゆ

る
「
マ
ル
サ
」
と
い
わ
れ
る

国
税
局
査
察
部
が
担
当
し
、

脱
税
の
疑
わ
れ
る
納
税
者
に

対
し
て
、
裁
判
所
の
令
状
を

得
て
強
制
的
に
行
う
調
査
で

す
。
一
方
、
任
意
調
査
は
犯

罪
を
前
提
と
し
た
調
査
で
は

な
く
、
一
般
的
な
調
査
の
ほ

と
ん
ど
は
、
こ
の
任
意
調
査

と
な
り
ま
す
。

税
務
調
査
の
方
法
と
し
て

は
、
調
査
通
知
の
上
、
税
務

署
員
に
よ
る
実
地
調
査
か
、

文
書
で
「
税
務
署
へ
の
呼
び

出
し
の
調
査
」
と
な
り
ま

す
。
調
査
の
中
で
、
申
告
し

た
売
上
と
経
費
に
つ
い
て
誤

り
が
な
い
か
を
帳
簿
や
計
算

書
な
ど
、
領
収
書
、
請
求
書
、

預
金
通
帳
を
確
認
の
上
、
誤

り
が
あ
れ
ば
修
正
を
行
い
ま

す
。

事
後
調
査
と
な
っ
た

場
合
、ど
の
よ
う
に

応
じ
る
か

事
後
調
査
を
経
験
し
た
事

例
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。

昨
年
７
月
の
終
わ
り
、
個

人
事
業
主
で
あ
る
Ａ
さ
ん
に

「
所
得
税
、
消
費
税
、
源
泉

所
得
税
」
に
つ
い
て
税
務
署

よ
り
税
務
調
査
の
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
か
ら
相

談
を
受
け
、
税
理
士
と
調
査

立
ち
合
い
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

事
業
主
は
仕
事
の
忙
し
さ

か
ら
申
告
期
限
ぎ
り
ぎ
り
に

大
ざ
っ
ぱ
な
売
上
と
経
費
を

ま
と
め
た
集
計
表
を
計
算
し

て
申
告
し
て
い
た
の
で
、
経

営
状
況
を
正
確
に
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
、

取
引
先
と
の
請
求
書
、
領
収

書
、
量
販
店
で
購
入
し
た
消

耗
品
な
ど
の
経
費
に
つ
い

て
、
火
事
で
焼
け
た
年
以
降

の
領
収
書
、
請
求
書
を
段

ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
あ
り
ま

し
た
。
事
後
調
査
に
応
じ
る

の
に
、
す
べ
て
の
領
収
書
、

請
求
書
を
確
認
、
抜
け
て
い

た
売
上
、
経
費
を
含
め
計
算

し
直
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

過
去
３
年
に
わ
た
る
所
得

税
、
消
費
税
の
修
正
申
告
を

し
て
事
後
調
査
を
終
え
ま
し

た
。そ

の
後
、
事
後
調
査
の
反

省
か
ら
、
経
営
を
し
っ
か
り

見
て
い
く
た
め
に
「
青
色
申

告
」
へ
切
り
替
え
、
毎
月
、

パ
ソ
コ
ン
で
記
帳
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
の

場
合
、税
務
調
査
を
通
じ
て
、

自
ら
計
算
間
違
い
を
修
正
し

た
後
、
帳
面
を
つ
け
る
よ
う

に
し
て
経
営
を
良
く
し
て
い

き
ま
し
た
。
や
は
り
、
領
収

書
、
請
求
書
は
本
人
の
経
営

を
守
る
の
に
役
立
つ
の
が
わ

か
り
ま
し
た
。

ま
た
通
常
の
税
務
調
査

は
、
任
意
調
査
で
す
。
調
査

官
に
は
質
問
検
査
権
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
税
通

則
法
74
条
の
8
で
「
当
該
職

員
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の

た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と

解
し
て
は
な
ら
な
い
」と
し
、

あ
く
ま
で
も
わ
た
し
た
ち
納

税
者
の
理
解
と
協
力
、
そ
し

て
承
諾
が
前
提
で
す
。

調
査
官
の
言
い
な
り
に
な

ら
ず
、
主
張
す
べ
き
こ
と
は

主
張
し
ま
し
ょ
う
。

税
務
調
査
と
な
れ
ば
、
一

人
で
悩
ま
ず
専
門
家
に
相
談

し
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

事後調査の心得 十カ条
１　自主申告で税金は確定します。

税務署は勝手に調査できません。
２　税務署員の名前を聞き、身分証

明書を確認しましょう。
３　突然の税務調査は直ぐに応じず、

日を改めてもらいましよう。
４　税務調査の理由を確かめましょ

う。
５　税務署の調査は任意調査です。

納税者の同意が必要です。
６　調査の時、関係書類だけを見せ

るようにします。
７　税務署員の質問に、聞かれたこ

とだけ返事。家族や従業員は答
える必要ありません。

８　調査の時はメモを取るようにし
ましょう。

９　調査には一人で応じず立ち会い
を求めましょう。

10　不法な税務調査には団結して納
税者の権利を守りましょう。
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堺
市
で
唯
一
の
酒
造
メ
ー
カ
ー「
堺
泉
酒
造
有
限
会
社
」

友
人
か
ら
の
応
援
を
力
に

　
堺
の
ブ
ラ
ン
ド
を
復
活

コ
ン
ビ
ニ
で
ア
ル
コ
ー
ル
類

が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国

で
２
万
４
千
軒
を
超
え
る
小

売
店
が
廃
業
、
堺
市

に
お
い
て
も
町
の
酒

屋
さ
ん
は
大
き
く
減

り
、
酒
文
化
の
灯
火

が
小
さ
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
折

り
、
酒
蔵
経
験
の
あ

る
西
條
さ
ん
に
、
40

人
ほ
ど
の
友
人
た
ち

か
ら
「
か
つ
て
95
を

超
え
る
酒
蔵
を
有
し

日
本
国
内
に
名
を
知

ら
し
め
た
堺
の
酒
造

り
、
酒
文
化
の
誇
り
を
復
活

さ
せ
よ
う
で
は
な
い
か
」「
失

敗
し
て
も
、
え
え
や
ん
か
、

い
っ
ぺ
ん
や
ら
ん
か
」
と
の

声
に
押
さ
れ
、
会
社
を
つ
く

り
、
酒
造
り
を
始
め
た
の
で

す
。
し
か
し
、
資
金
も
、
お

酒
を
つ
く
る
杜
氏
（
と
う

じ
）、
蔵
人
も
い
な
い
、
場

所
も
な
い
。
ま
し
て
造
っ
て

も
売
り
先
が
な
い
。
な
い
な

い
づ
く
し
か
ら
の
出
発
で
し

た
。こ

の
時
、
西
條
さ
ん
を
支

え
た
の
は
「
堺
の
酒
造
り
を

復
活
さ
せ
た
い
」
と
い
う
一

念
で
し
た
。
幸
い
友
人
た
ち

が
資
金
提
供
も
含
め
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ど
う
に
か

事
業
を
始
め
る
と
苦
労
の
連

続
で
し
た
。
し
か
し
、
簡
単

に
止
め
る
わ
け
に
い
き
ま
せ

ん
。
一
番
苦
労
し
た
の
が
人

材
で
し
た
が
、
事
業
を
始
め

て
間
も
な
く
、
造
り
手
と
し

て
参
加
し
て
く
れ
た
の
が
、

望
月
清
美
さ
ん
（
副
杜
氏
）

で
す
。
三
重
県
の
酒
蔵
で
働

い
て
い
ま
し
た
が
「
新
し
い

会
社
だ
か
ら
こ
そ
、
一
か
ら

創
り
上
げ
て
い
く
の
が
面
白

い
」
と
、
会
社
の
理
念
に
共

感
し
て
入
社
し
ま
し
た
。

製
造
で
は
材
料
に
こ
だ
わ

る
の
は
当
然
で
、
兵
庫
県
の

篤
農
家
が
作
る
「
山
田
錦
」

を
使
い
ま
す
が
、
一
番
の
こ

だ
わ
り
は
日
々
の
仕
事
で

す
。
蔵
の
気
温
。
湿
度
は
毎

日
変
化
し
ま
す
。
蔵
の
状
態

を
見
極
め
な
が
ら
造
る
難
し

さ
が
酒
に
は
あ
る
と
話
さ
れ

ま
す
。
現
在
、
３
人
が
製
造

に
携
わ
り
、
営
業
、
事
務
、

役
員
を
入
れ
て
10
人
ほ
ど
で

堺
泉
酒
造
を
切
り
も
り
し
て

い
ま
す
。

最
近
で
は
「
千
利
休
」
と

い
う
銘
柄
酒
の
美
味
し
さ
は

評
判
と
な
り
、
百
貨
店
の
売

り
場
で
も
見
か
け
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
酒
造
り
に
つ
い

て
「
海
外
販
売
な
ど
を
通
じ

　

私
た
ち
の
生
活
に
深
く
根
ざ
し
た
「
酒
」。
日
本
酒
は
優
れ
た
食
文
化
と
し
て
、
国
内

だ
け
で
な
く
世
界
に
通
用
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
年
、
各
地
の
酒
蔵
が
消
え
て

い
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
食
文
化
を
残
そ
う
と
、
２
０
１
４
年
、
44
年
ぶ
り
に
、
堺
市

で
酒
造
り
を
始
め
た
市
内
で
唯
一
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
堺
泉
酒
造
有
限
会
社
を
訪
ね
ま
し

た
。（
文
、
写
真
＝
小
田
利
広
）

お
会
い
し
て

開
口
一
番
「
友

だ
ち
が
助
け
て

く
れ
た
の
で
、

や
っ
て
こ
ら
れ
た
」
と
、
西

條
代
表
取
締
役
は
話
さ
れ

ま
す
。
今
か
ら
20
年
ほ
ど

前
、
酒
税
法
が
改
正
さ
れ
、

て
商
売
を
大
き
く
す
る
こ
と

で
な
い
。
人
口
80
万
人
の
堺

市
民
の
内
、
１
万
人
が
う
ち

の
お
酒
を
買
い
に
き
て
く

れ
、
交
流
し
、
愛
飲
し
て
く

れ
る
こ
と
だ
」
と
西
條
さ
ん

は
、
酒
づ
く
り
、
食
文
化
復

活
、
承
継
へ
の
思
い
を
語
ら

れ
ま
し
た
。
毎
年
、
地
元
の

小
学
生
を
招
い
て
堺
の
地
場

産
業
、
酒
づ
く
り
を
見
学
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
民
蔵
と
し
て
の

地
酒
蔵
「
堺
泉
酒
造
」
を
育

て
て
ほ
し
い
と
「
市
民
蔵
の

会
」
と
い
う
会
員
を
募
集

始
め
ま
し
た
。（
申
込
先 

☎

０
７
２
・
２
２
２
・
０
７
０
７

堺
泉
酒
造
㈲
）。

堺
泉
酒
造
に
よ
る
堺
の
酒

づ
く
り
復
活
は
、
こ
れ
か
ら

が
本
番
で
す
。

堺泉酒造のお酒

写真左＝代表取締役の西條裕三さん、
右＝副杜氏の望月清美さん
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「
運
転
中
で
も
ス
マ
ホ

や
読
書
が
可
能
に
」
と
い

う
道
交
法
改
正
の
記
事
を

見
た
。
自
動
運
転
レ
ベ
ル

3
※
の
基
準
を
満
た
す
車

で
あ
れ
ば
高
速
道
路
な
ど

で
可
能
に
な
る
よ
う
だ
。

暮
ら
し
や
仕
事
が
便
利
で

楽
に
な
る
の
は
あ
り
が
た

い
が
、
Ａ
Ｉ
や
機
械
に
、

知
識
や
経
験
、
作
業
な
ど

を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、人
に
は
「
人
間
力
」

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

人
と
接
し
な
く
て
も
日
常

生
活
に
支
障
が
な
く
な
れ

ば
、
わ
ず
ら
わ
し
い
人
間

関
係
を
避
け
る
こ
と
も
で

き
、
嫌
な
思
い
を
す
る
こ

と
も
減
る
か
も
し
れ
な

い
。
逆
に
今
ま
で
周
り
か

ら
疎
ん
じ
ら
れ
て
い
た
人

な
ど
は
、
ま
す
ま
す
人
間

同
士
の
付
き
合
い
が
な
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
機

械
や
Ａ
Ｉ
で
は
難
し
い
、

ヒ
ト
の
微
妙
な
心
の
部

分
、
感
情
表
現
が
個
性
と

な
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や

ビ
ジ
ネ
ス
で
の
つ
な
が
り

の
重
要
な
要
素
に
な
る
だ

ろ
う
。「
ア
ナ
タ
ハ
、
ヒ

ツ
ヨ
ウ
ア
リ
マ
セ
ン
」
と

Ａ
Ｉ
か
ら
も
人
か
ら
も
判

断
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
相

手
を
思
い
や
る
、
愛
お
し

く
思
う
、
空
気
を
読
む
、

助
け
合
う
な
ど
、「
Ａ
Ｉ

（
愛
）」
を
持
っ
て
人
間
と

し
て
の
魅
力
を
養
っ
て
い

こ
う
。（
都
築
照
幸
）

※
限
定
さ
れ
た
条
件
の
も

と
で
、
シ
ス
テ
ム
が
す
べ

て
の
操
作
を
行
い
、
緊
急

時
に
は
運
転
者
が
操
作
す

る

３
月
活
動
記
録　

市
民
の
く
ら
し
と
商
売
を
ま
も
る
た
め
の
活
動
を

「
エ
ー
ア
イ（
Ａ
Ｉ
）」は「
愛（
Ａ
Ｉ
）」

こ
れ
か
ら
は「
人
間
力
」が
必
要

申告書手に
「消費税増税
　　　 STOP」
3.13重税反対統一行動

春
に
向
け
、会
員
拡
大

運
動
を
振
り
返
っ
て

事務局だよ
り

3 月 13 日、 重 税 反
対、全国統一行動に呼
応して、関中協会員も
生野区御勝山南公園の
集会へ生野各支部から
32 名、平野区平野西公
園での集会へ東住吉平
野支部から 8 名参加し
ました。集会の後、税
務署まで消費税増税ス
トップを訴えて歩き、
確定申告書を提出しま
した。

　

45
年
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
関
中
協
将
棋
倶
楽
部
で
す

が
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
3
月
を
も
っ
て
解

散
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
関
中
協
か
ら
の
支
援
に
感

謝
し
て
、
倶
楽
部
に
残
っ
て
い
る
運
営
金
を
関
中
協
へ
寄

付
し
ま
し
た
。（
関
中
協
将
棋
倶
楽
部
）

生野区集会（御勝山南公園）

東住吉平野区集会（平野西公園）

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 「
将
棋
倶
楽
部
」解
散
し
ま
し
た

関
中
協
は
３
月
15
日
の
確
定
申
告

〆
切
に
向
け
、
税
金
説
明
会
８
回
、

53
名
が
出
席
す
る
な
ど
運
動
を
強
め

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
会
員
紹
介
を
広

く
訴
え
ま
し
た
。そ
の
結
果
13
名（
約

束
済
み
も
含
む
）
の
新
会
員
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
み

な
さ
ま
の
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
中

身
を
み
る
と
、
貿
易
関
係
者
、
建
築

建
設
関
連
、
飲
食
、
製
造
業
な
ど

様
々
で
す
。い
っ
た
ん
退
会
し
た
が
、

再
入
会
と
い
う
人
も
何
人
か
あ
り
ま

し
た
。
な
か
に
は
、
本
人
は
廃
業
し

て
退
会
す
る
が
、
自
分
の
兄
弟
を
紹

介
し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
す
。
他
方

で
、
退
会
が
20
名
あ
り
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
が
高
齢
に
よ
る
廃
業
と
死
亡

で
す
。
引
き
続
き
新
会
員
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。（
渡
部
晃
司
）
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大阪府ものづくり優良企業賞「匠」

あなたの技術力をブランド
として商売に活かしませんか

申請〆切 : 6月14日（金）消印有効

日程 : 4月12日（金）、24日（水）、5月10日（金）、22日（水）
時間 : 各15時〜17時30分
　　  （説明会15時〜、個別相談16時30分〜）

場所 : クリエイション・コア東大阪北館3F
　　  （東大阪市役所となり）

（詳しくは関中協事務局06-6712-5491まで）

パネラーからの報告：外国人を雇用する事業主、外
国人雇用に関する法律に詳しい専門家などから報告
を予定しています。

日時：5月17日（金）　18時30分開始、20時30分終了

場所：生野区民センター301号室
　　　（エレベーター有り）

入場料無料／基調講演：依頼中／主催：経営塾

人手不足による廃業をなくすため
外国人労働者の雇用を考えるシンポジウム

本年は退位の礼、即位の礼という国の行事か
ら金融機関、行政が休日となるため、世間の
動きにしたがい 4 月 27 日（土）～ 5 月 6 日（月・
祭日）まで閉館します。

5月休業のお知らせ（事務局より）

告　知　板
●所得税振替納税　4 月 22 日（月）
●消費税振替納税　4 月 24 日（水）
●固定資産税　　　5 月 1 日（水）まで

自
己
破
産
の

メ
リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ
ト

質
問　

現
在
借
金
が

３
０
０
万
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
収
入
が
少
な
く
借
金

を
返
済
す
る
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
自
己
破

産
は
不
利
益
が
大
き
そ
う

で
、
な
か
な
か
決
心
で
き

ま
せ
ん
。

答
え　

自
己
破
産
と
は
、

債
務
（
借
金
）
の
返
済
が

で
き
な
く
な
っ
た
人
が
、

そ
の
生
活
を
や
り
な
お
す

た
め
に
、
裁
判
所
の
監
督

の
下
で
財
産
を
現
金
に
換

え
て
債
権
者
に
平
等
に
分

配
し
（
破
産
手
続
）、
残
っ

た
債
務
の
返
済
義
務
を
免

除
（
免
責
手
続
）
し
て
も

ら
う
手
続
で
す
。

　

債
権
者
に
分
配
す
る
ほ

法
律
コ
ラ
ム
3

ど
の
財
産
が
な
い
人
の
場

合
に
は
、
財
産
を
現
金
に

換
え
る
こ
と
は
な
く
全
て

の
債
務
の
返
済
義
務
を
免

除
し
て
も
ら
い
ま
す
。
た

だ
し
、
浪
費
が
ひ
ど
い
場

合
な
ど
特
別
な
場
合
に

は
、
債
務
の
返
済
義
務
を

免
除
し
て
も
ら
え
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
己
破
産
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
税
金
等
を
除
く
債
務

を
支
払
う
必
要
が
な
く
な

る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
自
己
破

産
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
①

い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
に
情
報
が
登
録
さ

れ
、
5
年
間
程
度
は
新
た

な
借
金
（
住
宅
ロ
ー
ン
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利

用
も
含
む
）
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
、
②
住
所
氏
名

が
役
所
な
ど
に
配
布
さ
れ

る
「
官
報
」
に
掲
載
さ
れ

る
こ
と
、
③
手
続
が
終
わ

る
ま
で
の
間
は
、
会
社
の

役
員
や
警
備
員
な
ど
の
仕

事
に
就
け
な
く
な
る
こ
と

で
す
。

　

自
己
破
産
し
た
こ
と
が

戸
籍
に
載
っ
た
り
、
選
挙

権
を
失
っ
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
多

く
の
方
は
、
そ
れ
ま
で
通

り
の
生
活
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
関
中
協
会
員
で
あ
れ

ば
、
初
回
相
談
が
無
料
で

す
。

「
自
己
破
産
」し
て
も
大
丈
夫
？

大
阪
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

加
苅 

匠

（
大
阪
市
谷
町
九
丁
目
３
―
９
中
央
谷
町
ビ
ル
２
階　

電
話
：
０
６
・
４
３
０
２
・
５
１
５
３
）

担当：城塚弁護士（大阪法律事務所）
場所：関中協会館

次回5月8日（水）　毎月第２水曜日

4月10日（水）（要予約）18時30分～20時

お急ぎの場合は事務局まで連絡ください

定 例 法 律 相 談

メリット デメリット

¥


